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太陽と海と
緑豊かなまちづくり

http://www.town.minamichita.lg.jp/
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　9月11（水）、敬老の日を前に師崎保育
所で祖父母会があり、園児はおじいちゃ
ん、おばあちゃんとフラワーアレンジメン
トを体験しました。カーネーションやカス
ミソウなど色鮮やかな花をスポンジに刺
して飾り付けると、花のケーキが完成。感
謝の気持ちがこもったプレゼントになり
ました。

●南知多町文化展

●個人住民税の特別徴収にご協力を

●各種手当の月額単価の改定について

●保育所入所案内

●お知らせコーナー
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土地は限られた貴重
な資源です。明日の豊
かな暮らしのためには、
みなさんの土地政策に
対するご理解とご協力
が欠かせません。

この機会に、土地の
有効活用について考え
ましょう。

10月１日は「土地の日」
10月は「土地月間」

「町地域振興等支援事業補助金」に
11事業を決定

事　　　業　　　名 団　体　名

日間賀島しらす地産地消事業 師崎商工会

羽豆岬モニュメント建造事業 師崎観光協会

とれとれ漁師市運営事業 魚を売る会

遊休農地を利用した地域交流促進事業 岩屋そばの会

南知多音楽祭２０１３夏 知多半島春の音楽祭
南知多町実行委員会

師崎商工会後継者育成事業（独身後継者花嫁対策） 師崎商工会

御所の奥　里山再生活用プロジェクト 南知多里山文化継承
協議会

崎っぽ祭り 師崎崎っぽ料理伝承
の会

日間賀島音楽祭 日間賀島観光協会

砂時計の町 内海海岸物語
プロジェクトチーム

豊浜・鯛まつりのマスコットキャラクター
「鯛之介」を活用した地域振興事業 豊浜商工会青年部

▲羽豆岬モニュメント
建造事業

（師崎観光協会）

▲とれとれ漁師市運営事業
（魚を売る会）

町
議
会
議
員

繰
上
当
選
に

石
黒
正
重
さ
ん

町
議
会
議
員
沢
田

�
�
�

清
　
�
�
�さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

を
受
け
て
９
月
２
日
に
選
挙
会
が
開
か
れ
、
６
月

23
日
執
行
の
南
知
多
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
次

点
候
補
の
石
黒

�
�
�
�

正
重

�
�
�
�

さ
ん
（
豊
浜
）
の
繰
上
当
選

が
決
ま
り
ま
し
た
。

南知多町地域振等支援事業は、特性や伝統などを活かした魅力ある地域づくりの
推進を目的に、地域住民のみなさんが自主的に実践する事業を支援をしています。
今年度の地域振興策に決まった事業は次のとおりです。

問合せ
地域振興課（内線323）



・
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

と
は
、
給
与
支
払
者
で
あ

る
事
業
主
が
、
納
税
義
務

者
で
あ
る
従
業
員
に
毎
月

支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住

民
税
を
差
し
引
い
て
、
従

業
員
に
代
わ
っ
て
各
市
町

村
へ
納
入
し
て
い
た
だ
く

制
度
で
す

・
事
業
主
は
、
原
則
と
し
て

特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
、

全
て
の
従
業
員
に
つ
い
て
、

個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

（
地
方
税
法
３
２
１
条
の

４
）

・
毎
年
１
月
末
ま
で
に
、
事

業
主
の
方
か
ら
提
出
さ
れ

た
給
与
支
払
報
告
書
を
も

と
に
個
人
住
民
税
を
計
算

し
、
５
月
末
ま
で
に
事
業

主
の
方
へ
１
年
間
の
税
額

を
通
知
し
ま
す

・
事
業
主
の
方
は
通
知
さ
れ

た
税
額
を
月
々
の
給
与
か

ら
差
し
引
い
て
徴
収
し
、

翌
月
の
10
日
ま
で
に
金
融

機
関
を
通
じ
て
南
知
多
町

に
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す

・
事
業
主
の
方
に
は
、
所
得

税
の
よ
う
に
税
額
計
算
や

年
末
調
整
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

・
従
業
員
の
方
が
個
々
に
金

融
機
関
へ
納
税
に
出
向
く

手
間
を
省
く
と
と
も
に
、

毎
月
の
給
与
等
の
支
払
の

際
に
差
し
引
か
れ
る
た
め

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま

す
・
特
別
徴
収
は
、
年
税
額
を

12
回
に
分
け
て
支
払
う
た

め
、
納
期
が
年
４
回
の
普

通
徴
収
よ
り
も
、
１
回
あ

た
り
の
負
担
額
が
少
な
く

な
り
ま
す

・
従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
は
、
申
請
に
よ

り
年
12
回
の
納
期
を
年
２

回
と
す
る
制
度
も
あ
り
ま

す

平
成
26
年
１
月
か
ら
は
、
事
業

所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林

所
得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方
に
つ
い
て
、
記
帳
と
帳
簿

書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
記
帳
と
帳
簿
書
類

の
保
存
制
度
に
つ
い
て
は
、
所
得

税
の
申
告
が
必
要
な
い
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.nta.go.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
半
田
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
半
田
税
務
署

☎
２
１
‐
３
１
４
１

個
　
住
民
税
の
特
別
徴
収
に
ご
協
力
を

〜
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
・
徴
収
に
向
け
て
〜

特
別
徴
収
と
は

特
別
徴
収
の
し
く
み

個
人

特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

知
っ
て
得
す
る

納税義務者納税義務者
（給与所得者）（給与所得者）

特別徴収義務者特別徴収義務者
（給与支払者）（給与支払者） 市町村市町村

②税額の計算

③

④

特別
徴収税額の通知

税の徴収

（5月31日まで）

（6月から翌年5月　　　
までの給与支給日）

⑤

①

税の納入

③
（5月31日まで）

（1月31日まで）

（翌月10日まで）

給与支払報告書の提出

特別
徴収税額の通知

納税義務者
（給与所得者）

特別徴収義務者
（給与支払者） 市町村

記
帳
・
帳
簿
の

保
存
制
度
の
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
ま
す

半
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ



老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40

年
間
に
、
国
民
年
金
へ
の
保
険
料

納
付
済
期
間
、
保
険
料
免
除
期
間

お
よ
び
合
算
対
象
期
間
（
国
民
年

金
に
任
意
加
入
で
き
る
方
が
、
加

入
し
な
か
っ
た
期
間
な
ど
）
を
合

計
し
た
期
間
が
25
年
以
上
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
年
金
な

ど
の
被
用
者
年
金
加
入
期
間
も
合

算
の
対
象
で
す
。

し
か
し
、
受
給
資
格
期
間
が
足

り
な
い
方
や
、
満
額
を
受
給
で
き

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の
間
で
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
は
、
65
歳
ま
で

に
受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
か

っ
た
場
合
の
み
70
歳
ま
で
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
任
意
加
入
は
、
60
歳
に
な

っ
て
か
ら
役
場
住
民
課
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
か
ら
満
額
の
年
金
を

受
け
る
た
め
に
は

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
加
入
可

能
年
数
の
す
べ
て
の
期
間
が
、
保

険
料
納
付
済
期
間
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま

40
歳
ま
で
き
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
か
ら
納
め
始
め
て
も
年

金
を
受
取
る
た
め
に
最
低
必
要
な

25
年
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
何
か
良
い
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

60
歳
以
後
の
任
意
加
入
制

度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
場
合
、
60
歳
ま
で
あ
と

20
年
あ
り
ま
す
。
年
金
の
受
給
要

件
で
あ
る
25
年
に
は
あ
と
５
年
足

り
ま
せ
ん
が
、
60
歳
以
後
も
国
民

年
金
に
加
入
し
続
け
、
保
険
料
を

納
め
て
い
け
ば
受
給
資
格
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入

住
民
課
（
内
線
１
１
８
）

Q

A

受
給
資
格
期
間
が
足
り
な
い
方
や
、
満
額
を
受
給
で
き
な
い

方
は
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
で
任
意
加
入
が
で
き
ま
す
。

9月分
納期限 10月31日（木）
口座振替をご利用の方へ
　指定された金融機関の口座から引き落とし
いたします。預金残高の確認をお願いします。

申
請
書
は
役
場
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
な
ど
は
、

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

税
務
課（
内
線
１
４
１
・１
４
２
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

●
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
と
き

※
住
宅
用
地
の
認
定
を
受
け
て
い
る

土
地
に
あ
る
住
宅
（
家
屋
）
を
取
り

壊
し
た
場
合
、
住
宅
用
地
の
特
例
が

な
く
な
り
固
定
資
産
税
の
軽
減
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

未
登
記
家
屋
を
名
義
変
更

す
る
と
き

①
土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
が
済

み
、
そ
の
土
地
に
あ
る
未
登
記
家

屋
の
名
義
を
変
更
す
る
と
き

②
未
登
記
家
屋
の
名
義
人
が
死
亡

し
た
と
き

③
そ
の
ほ
か
の
理
由
で
未
登
記
家

屋
の
名
義
を
変
更
す
る
と
き

平成25年１月以降、新築や増築
し、完成された家屋について、評
価に伺います。

この評価は、固定資産税のもと
となる評価額を算出するために行
うものです。

該当される方には、事前に連絡
させていただきますので、ご協力
ください。

家屋評価にご協力を!

税務課



10
月
診
療
分
か
ら
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を

お
持
ち
の
方
に
「
　
精
神
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
（
全
疾
患
の
入
院
医

療
・
通
院
医
療
使
用
可
）」を
交
付
し
、
全
て
の
疾
病
ま
た
は
負
傷
に
係
る

医
療
費
の
自
己
負
担
額（
保
険
診
療
分
）を
入
院
・
通
院
と
も
に
助
成
し
ま

す
。
た
だ
し
、
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

精

「
精
神
障
害
者
医
療
費
」助
成
制
度
を

拡
大
し
ま
し
た

10月1日からの精神障害者医療費助成制度
◎助成（拡大分） ○助成　　×対象外

各種手当の月額単価（円）

お持ちの手帳など 受給者証の
種　　　類

通　　　院

精神障害者手帳
１級・２級
自立支援医療受給者証 全疾患の入院

医療・通院医
療使用可

○

精神障害者手帳
１級・２級

（自立支援受給者証なし）
◎

自立支援医療受給者証
（精神障害者手帳

１級・２級なし）

精神通院医療
のみ使用可 ○

◎

◎

×

入　　　院

○

○

×

精神疾患 精神疾患
以　　外 精神疾患 精神疾患

以　　外

◎

◎

×

※障害者医療・母子家庭等医療・子ども医療（小学生以下）の助成が受けられる方、
後期高齢者医療制度に加入できる方は助成対象外です。

県
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
各
種
手
当
の
月
額
単
価
に
つ
い
て
、
平
成
11

年
以
降
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
を
も
と
に
、
平
成
25
年
10
月
分

手
当
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

手　当　種　別 ～平成25年９月 平成25年10月～

児 童 扶 養 手 当
全部支給 ４１，４３０ ４１，１４０

一部支給 ４１，４２０～
９，７８０

４１，１３０～
９，７１０

特別児童扶養手当
１　級 ５０，４００ ５０，０５０

２　級 ３３，５７０ ３３，３３０

特 別 障 害 者 手 当
Ａ　種 ３３，１１０ ３２，９３０

Ｂ　種 ２７，３１０ ２７，１３０

障 害 児 福 祉 手 当
Ａ　種 ２１，１８０ ２１，０８０

Ｂ　種 １５，４３０ １５，３３０

経 過 的 福 祉 手 当 １５，４３０ １５，３３０

各
種
手
当
の
月
額
単
価
の
改
定
に

つ
い
て

県
障
害
福
祉
課

☎
０
５
２
‐
９
６
１
‐
６
２
９
１

問
合
せ

住
民
課
福
祉
医
療
係

（
内
線
１
１
５
）

問
合
せ

10月は
「クリーン排水推進月間」
「浄化槽強調月間」

生活排水対策は、一人ひとりの取り組み
が大きな効果を上げます。みなさんも、で
きることから始めてみませんか。

●身近な生活排水対策
・食べ残しを減らす
・排水口の三角コーナーや水切りネットで汚れを取り除く
・使用済み油は新聞紙などに吸わせて可燃ごみとして捨てる
・食器や鍋の油汚れはまず新聞紙などで拭き取る
・洗剤は適量を計って使う
●浄化槽の適正な管理

浄化槽を管理する全ての方は、法律により保守点検・清掃を
行い、法定検査を受けなければなりません。

浄化槽を適切に長く使用するため、適正に管理しましょう。



平成26年度 保育所入所案内 福祉課（内線125）
問合せ

来年４月から、保育所（園）に新しく入所を
希望する児童の入所説明会と入所申込書受付
を次のとおり行います。

保 育 所 説 明 会

対象 保育時間
平日保育

延長
午
前
８
時

～
午
後
４
時

午
前
７
時

●
30
分
～

午
後
７
時

●
●
ま
で

午
前
８
時

●
～
正
午

早朝通常
土曜日
保　育 受付日時

事前見学会
（体験保育）
午前９時～

10時30分
※前日までに各
保育所へお申込
みください。

０
・
１
歳
児

２
　
歳
　
児

３
歳
児
以
上

内 海
☎62 -0600

10月10日（木）
午前９時30分～ ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ●

● ●

● ●

か る も
☎65 -0284

10月11日（金）
午前10時～ ● ●

大 井
☎63 -0355

10月11日（金）
午前10時～ ● ●

師 崎
☎63 -0011

10月11日（金）
午前９時30分～ ● ● ●

日 間 賀
☎68 -2636

10月11日（金）
午前10時～ ●

篠 島（私立）
☎67 -2136

10月２日（水）
午後３時～

10月31日（木）

10月16日（水）

10月22日（火）

10月16日（水）

10月31日（木）

11月８日（金）

11月14日（木）

11月15日（金）

11月13日（水）

11月12日（火）

10月30日（水）

※篠島開発総合セン
ターで受付

● ●

家庭状況が次のいずれかに該当する場合です。
①昼間居宅外で仕事をしている場合（常勤、パー

ト、農漁業など月16日以上、１日４時間以上就
労の場合）

②昼間居宅内で児童と離れて家事以外の仕事をし
ている場合

③妊娠中であるかまたは出産後間がない場合
④病気、負傷または精神、身体に障がいを有して

いる場合
⑤長期にわたり、病気、障がいの方を看護してい

る場合
⑥震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当た

っている場合
私的契約児（3〜５歳児）

保育所の定員に余裕のある場合は、入所するこ
とができます。

在園児については、
通園中の保育所で現況
届の受付をします。

・定員などの理由で、希望の保育所に入所できな
いことがあります
・保育料は家庭の課税状況に応じて決定されます
・育児休業中で来年５月１日～９月１日に復職す
る方の入所受付を行います
※同様に10月１日以降の入所希望の方は、できるだけ早く
役場福祉課へご相談ください

入所基準

引き続き入所を希望する児童

その他

＊1 午前８時15分～午後４時15分　　＊2 午前８時15分～午後０時15分

日  程

新入園児…        午前10時30分～11時30分
在 園 児…        午前９時00分～10時30分

午前９時30分～10時30分
午後０時30分～午後３時30分

受付時間

在1
在2
在3

新

在1 在3新

在1新

在1新

在1新

在2新

在2新＊1 ＊2



　友好交流町である岐阜県八百津町と災害時の
相互応援協定を結びました。協定は、災害時の
食料や飲料水などの提供、被災者の救出・復旧
に必要な物資や資材の提供、職員の派遣などが
盛り込まれています。 
　八百津町の赤塚新吾町長が南知多町を訪れ、
役場で協定書に調印しました。石黒和彦町長は
「復旧は自らの力だけでは困難。協力に感謝しま
す」とあいさつ。赤塚町長は「協力し合えること
は大変心強いです」と話していました。

まちの話題をお知らせください。　企画課　広報担当（内線333）まで フォトニュースフォトニュース
／ 大規模災害時には相互応援

八百津町と協定締結
大規模災害時には相互応援
八百津町と協定締結

8
22 木

／ 男女共同参画を
考える映画会

8
31 土

　「男女共同参画映画会」が総合体育館で
あり、三島有紀子監督の映画「しあわせ
のパン」が上映されました。会場には２６１
人が訪れ、湖のほとりでパンカフェを営む
夫婦の心温まる物語を楽しみました。
　映画会は、女性が活躍できる社会づくり
を促すため町が企画。来場者からは「引き
込まれる素敵な映画でした」と好評でした。
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あかつか しんご

いしぐろ かずひこ

協定書を手にする赤塚町長（右）と石黒町長

／ 手作りちり取り、
ぜひ使って

9
3 火

　知多半島の市町に手作りのちり取りを贈って
いる小島治男さん（東海市）が役場を訪れ、
石黒和彦町長にちり取り40 個を寄贈しました。
　ちり取りは、使用済みの一斗缶を利用し、角
材の取っ手を付けたシンプルなもの。三年前に
初めて作って以来、柄の長さを調整するなど使
いやすさを追求したそうです。小島さんは「励
みになるので、使ってもらえると嬉しいです」と
話していました。
　寄贈されたちり取りは、町内の小中学校など
で使われる予定です。

いしぐろ かずひこ

こじま   はるお

み  しま　ゆ　き　こ



知多半島ケーブルネットワーク
☎０１２０－３４４－８６８10月

問
合
せ

from みなみちた
ケー ブルテレ ビ

行政情報　役場ＮＯＷ
「カップリングパーティー参加者募集」
「 産業振興課

「秋の安全なまちづくり県民運動」
「 防災安全課

「農業委員会って何？」　　　産業振興課

地デジ12ch（121ch）
月～土　１０：１５・１６：１５

地デジサブチャンネル（122ch）
月～土　１１：４５・１７：４５

放
送
時
間

内
　
容

世間遺産

大井地区を散策します。

地デジ12ch（121ch）
月曜日～日曜日
１２：３０～、１８：００～
２０：３０～

放
送
時
間

内
　
容

町
で
は
、
明
る
い
選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
、
選
挙
に
関
す
る

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
募
集
を
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
43
点
の
力
作
の
中
か
ら
、
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す

日間賀小６年　鈴川
すずかわ

真理
ま り

師崎中３年　山下
やました

晏加
は る か

師崎小２年　餅田
も ち だ

蒼龍
そうりゅう

師崎中３年　荒井
あ ら い

咲穂
さ き ほ
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日　程

と　き 題　名 講　師回

１

２

３

4

5

10月24日（木）
午後7時～ 「千賀さんの話 Ⅰ」

「千賀さんの話Ⅱ」

美浜町文化財
保護委員

山下　泉 さん11月28日（木）
午後7時～

平成26年
１月23日（木）
午後7時～

日本福祉大学
経済学部　
学生

２月27日(木）
午後7時～

「知多半島の
　　歴史 Ⅲ」 半田市文化財

専門委員会 
委員長

河合　克己 さん
３月27日(木 )
午後7時～

「知多半島の
　　歴史 Ⅳ」

「日本福祉大学生
の発表」

みなみちた観光ボランティアガイド主催

と こ ろ　総合体育館
募集人数　各回20人
参 加 費　無料
そ の 他　１回のみの参加でも構いません。
申込み・問合せ
社会教育課（総合体育館内）　　☎ 65-2880

　読書の秋です。町民会館図書室と公民館では
児童書をはじめ、いろいろな種類の本を取りそろ
えています。
　図書は一人５冊、15日間まで無料で借りること
ができます。みなさん、気軽にご利用ください。

育てよう 豊かな心
読書から

育てよう 豊かな心
読書から

第52回「青少年によい本をすすめる県民運動」
10月１日～31日

町民会館図書室（内海）

町公民館内海分館

山海公民館

町公民館（豊浜）

大井公民館

師崎公民館児童図書分館

篠島開発総合センター

日間賀島公民館

☎62-2218

☎62-0400

☎62-3613

☎65-2474

☎63-0304

☎63-2820

☎67-2001

☎68-2001

施 設 名 電話番号

※休館日と利用時間は各施設によって異なります。

と　き　１０月２0日 (日 )　
　　　　午前８時３０分～１１時３０分
ところ　知多南部クリーンセンター
出展の品　　
 ・自転車約4０台（うち約１０台は入札、残りは抽選）
　※本体のみ無料
 ・家具約５０点（うち約１０点は入札、残りは先着順）
 ・小物など

　　無料自転車
　　抽選受付時間　　午前８時３０分～１０時
　　抽選結果発表　　午前１０時

　自転車・家具　
　入札受付時間　　午前８時３０分～１０時３０分
　入札結果発表　　午前１１時３０分（引き渡しは午後1時から）
　※午前１１時３０分から午後１時までの間、必ず電話連絡が取れるよう
　にしておいてください。

その他　　　
 ・小物の持ち帰りに、バッグなどをお持ちください
 ・自転車は、入札、抽選にかかわらず防犯登録・安全
　点検 (ＴＳ)の費用1,５７５円が別途必要です
 

第16回

みなさんに再利用（リユース）してもらえるよう、
無料の自転車、家具、小物、古着などを多数用意しています

リサイクルフェアリサイクルフェアリサイクルフェア

問合せ　知多南部衛生組合　☎６２-０４０２

やました　　いずみ

かわい　　　かつみ

郷土学習講座に
　　参加してみませんか
郷土学習講座に
　　参加してみませんか
郷土学習講座に
　　参加してみませんか



かしこく野菜を取ろう！かしこく野菜を取ろう！
なぜ野菜がいいの？ 

子どもも同じ350g？

H25.10.111

No.309

３～５歳児　２４０ｇ　　
高校生　３５０ｇ　　

引用：日本人の栄養所要量

１～２歳児　  ２１０ｇ
小・中学生　３００ｇ

食生活について考えよう

野菜に含まれる栄養素は、体内で大切な働きをしています！
①ビタミンCは　皮膚や骨、血管、筋肉を強化。抗ストレス作用や、鉄の吸収を高める。
②カリウムは　高血圧の原因であるナトリウムを体外に排泄。血圧上昇を防止！循環器病を予防。
③カルシウムは　骨や歯の形成。
④食物繊維は　糖質や脂質の吸収をゆるやかにする。血糖値や血中脂質の急な上昇を抑制、内
　臓脂肪の増加防止。腸内細菌層のバランスを保ち、便秘や下痢を予防。
⑤ビタミンAや Cは　老化や動脈硬化や糖尿病などの生活習慣病を引き起こす原因になる活性
　酸素を消去。

野菜には主に緑黄色野菜と淡色野菜があり、その違いはカロテン(色素成分 )の含有量。
カロテンは　老化や生活習慣病の原因になる活性酸素の害を防ぐ働きがある栄養素。淡色野
菜は緑黄色野菜よりカロテンが少ないが、ビタミンＣや硫化アリル（強力な殺菌作用がある）
などが含まれています。
2種類の野菜をバランスよく取り１日３５０ｇ摂取 をめざしましょう☆

代表的な緑黄色野菜
ほうれん草、小松菜、春菊、にんじん、ブロッ
コリー、かぼちゃ、にら、サラダ菜、ねぎの
青い部分、赤ピーマン、ミニトマト、トマト、ピー
マン、グリーンアスパラガスなど

代表的な淡色野菜
キャベツ、白菜、レタス、もやし、ごぼう、
れんこん、大根、かぶ、ねぎの白い部分、
玉ねぎ、にんにく、きゅうり、なすなど

緑黄色野菜
1日の摂取目安　120g
淡色野菜
1日の摂取目安　230g



事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

●
入
浴
前
後
に
は
、
水
分
を

十
分
に
取
る

●
家
族
に
声
を
か
け
て
か
ら

入
浴
す
る

●
飲
酒
直
後
や
食
後
す
ぐ
の

入
浴
は
避
け
る

●
熱
い
お
風
呂
や
長
風
呂
は

避
け
る

●
深
夜
や
早
朝
の
入
浴
は
注

意
す
る

●
入
浴
時
の
部
屋
の
温
度
差

を
少
な
く
す
る

●
湯
船
か
ら
出
る
と
き
は
、

急
に
立
ち
上
が
ら
な
い
よ

う
に
す
る

事
故
発
見
時
の
対
応

●
意
識
が
な
け
れ
ば
、
溺
水

防
止
の
た
め
、
顔
が
沈
ま

な
い
よ
う
に
す
る

●
お
風
呂
の
栓
を
抜
き
、
で

き
れ
ば
湯
船
か
ら
出
す

●
１
１
９
番
し
て
、
救
急
車

を
呼
ぶ

●
必
要
な
場
合
は
、
心
肺
蘇

生
法
を
行
う

リラックスできるはずの入浴には、実はさまざまな危
険が潜んでいます。特に入浴中の事故は、高齢者に多い
という特徴があります。

入浴中入浴中のの事故事故をを防防ぎましょうぎましょう入浴中入浴中のの事故事故をを防防ぎましょうぎましょう入浴中の事故を防ぎましょう
おお風呂が恋しくなる季節がやって風呂が恋しくなる季節がやってききますますお風呂が恋しくなる季節がやってきます

みんなでつくろう安心の街

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
心
疾
患
・
脳
疾
患
・
転
倒

・
溺
水
・
意
識
消
失

よ
く
見
ら
れ
る
お
風
呂
の

事
故

平成25年度　第６回

危険物取扱者試験
と　き 11月24日（日）
ところ 名城大学　天白キャンパス
種　類　 乙種全類・丙種

願書受付期間
10月15日（火）～23日（水）
※願書は下記にあります。

問合せ 知多南部消防本部予防課
☎６４−０１２１

みんなでつくろう安心の街
〜犯罪にあわない！犯罪を起こさせない！

犯罪を見逃さない！〜
10月11日から20日までの10日間「秋の安全な

まちづくり県民運動」が行われます。
「犯罪にあわない」「犯罪を起こさせない」

「犯罪を見逃さない」の３N（ない）をスローガン
にした県民総ぐるみ運動を展開し、県民・地域
の防犯力を高めて、犯罪の減少をめざします。
犯罪のない安全で住みよい地域社会をつくるに
は、「自分の身は自分で守る」「犯罪の起きにく
い地域社会を自分たちの力でつくる」という気
持ちが大切です。

この機会にもう一度、
自分の身の回りの防犯
について、ご家庭や地
域で話し合い、考え直
して見ましょう。

戸締り、
万全ですか？
自転車は鍵を
二重にかけま
しょう。



知
多
南
部
消
防
組
合
管
内
の
小

学
校
５
・
６
年
生
で
結
成
さ
れ
た

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
愛
知
県
消

防
学
校
（
尾
張
旭
市
）
で
行
わ
れ

る
「
一
日
入
校
体
験
」
に
毎
年
参

加
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
８
月
２
日（
金
）に
85
人

が
入
校
し
、
消
防
に
つ
い
て
の
関

心
と
ク
ラ
ブ
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
代
表
し

て
、２
人
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

僕
は
、
消
防
学
校
の
体
験
入
校

で
、
大
切
な
事
を
た
く
さ
ん
教
わ

り
ま
し
た
。

ま
ず
整
列
に
つ
い
て
、
学
校
で

は
生
半
端
に
し
て
き
た
け
ど
、
今

回
一
か
ら
教
わ
り
、
き
ち
ん
と
決

め
る
の
が
礼
儀
だ
と
思
い
ま
し
た
。

実
際
に
訓
練
し
て
み
て
、
放
水

体
験
で
は
、
防
護
服
を
着
さ
せ
て

も
ら
い
写
真
を
と
っ
て
か
ら
放
水

し
ま
し
た
。
左
に
ま
わ
す
と
水
が

シ
ャ
ワ
ー
み
た
い
に
出
て
、
左
に

も
っ
と
回
す
と
、
ま
っ
す
ぐ
水
が

出
ま
し
た
。
す
ご
い
水
の
量
で
、

風
が
自
分
の
方
に
ふ
い
て
い
て
、

す
ご
く
水
が
か
か
り
ま
し
た
。

次
に
、
敬
礼
の
訓
練
を
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
お
手
本
と
し
て
消
防

士
さ
ん
た
ち
が
、
お
手
本
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
声
が
大

き
く
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
僕

の
番
号
は
、
22
番
で
し
た
。

最
後
に
、
消
防
車
や
救
急
車
に

乗
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
と
て

も
す
ご
い
き
か
い
が
あ
っ
て
す
ご

い
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。
貴
重
な

体
験
を
し
て
ぼ
く
は
、
将
来
消
防

士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
勉
強

し
て
体
力
を
つ
け
た
い
で
す
。

私
は
、
消
防
学
校
一
日
入
校
で

五
つ
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
地
震
・
煙
道
体
験
を
し

ま
し
た
。
煙
道
体
験
と
は
、
け
む

り
の
中
で
姿
勢
を
低
く
し
て
、
右

手
で
か
べ
を
た
ど
り
な
が
ら
、
非

常
口
の
印
を
見
つ
け
て
出
口
に
行

く
体
験
で
す
。
こ
の
体
験
で
は
、

け
む
り
の
お
そ
ろ
し
さ
を
知
り
ま

し
た
。
け
む
り
に
は
一
酸
化
炭
素

が
あ
り
、
吸
う
と
頭
痛
な
ど
に
な

り
ま
す
。
ひ
ど
い
と
き
に
は
、

二
・
三
分
で
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
地

震
の
体
験
で
、
震
度
七
の
体
験
を

し
ま
し
た
。
私
は
、
も
し
も
の
と

き
の
た
め
に
準
備
を
し
て
お
い
た

方
が
い
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

次
の
体
験
は
、
コ
ロ
コ
ロ
大
作

戦
と
言
っ
て
背
中
に
火
が
つ
い
た

時
の
た
め
の
体
験
で
す
。
早
く
火

を
消
す
た
め
に
は
「
と
ま
る
。」

「
た
お
れ
る
。」「
顔
を
か
く
す
。」

「
こ
ろ
が
る
。」
の
四
つ
の
ス
テ
ッ

プ
で
消
す
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

も
し
火
が
つ
い
た
時
に
は
、
冷

静
に
な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

次
は
、
め
ざ
せ
ロ
ー
プ
マ
ス
タ

ー
で
、
い
ろ
い
ろ
な
結
び
方
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
結
び
方
が
あ
っ
て
少
し
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

四
つ
目
は
、
放
水
・
規
律
体
験

で
す
。
放
水
体
験
で
は
、
本
物
の

消
火
用
の
ホ
ー
ス
で
的
に
む
か
っ

て
放
水
し
ま
し
た
。
的
に
水
を
当

て
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
水

の
勢
い
が
す
ご
く
て
体
が
ふ
ら
ふ

ら
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
規
律
体

験
で
は
、「
気
を
つ
け
。」「
番
号
。」

「
敬
礼
。」
を
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
消
防
車
の
説
明
と
試

乗
で
し
た
。
消
防
車
は
、
早
く
火

を
消
す
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
工

夫
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。例
え
ば
、

は
し
ご
車
の
後
ろ
の
席
に
は
呼
吸

器
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
移

動
中
に
準
備
を
し
ま
す
。
車
の
中

で
は
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
に
く
い
た

め
、
天
井
に
少
し
空
間
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
は
し
ご
車
は
消

防
車
よ
り
広
く
高
さ
が
高
い
そ
う

で
す
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
消
防
署

の
人
た
ち
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
た
く
さ
ん
の
準
備
を
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私

も
地
震
や
火
事
が
起
き
た
時
の
た

め
に
、
自
分
で
で
き
る
備
え
を
し

て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

豊浜小学校６年

輪湖
� �

優大
����

「
消
防
学
校
一
日
入
校
」

師崎小学校６年

坂本
����

沙世
� �

「
消
防
学
校
一
日
入
校
」

愛
知
県
消
防
学
校
一
日
入
校
体
験

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

規 律 体 験

車 両 説 明

地 震 体 験

煙 道 体 験



優
　
勝

第
４
分
団
（
篠
島
）

指
揮
者
　
石
橋

�
�
�
�

裕
次
郎

�
�
�
�
�

１
番
員
　
吉
戸

�
�
�

勝
一

�
�
�
�
�

２
番
員
　
小
久
保

�

�

�

勇
生

�
�
�
�

３
番
員
　
利
根

�

�

慎
一
郎

�
�
�
�
�
�

吸
管
補
助
員
　
石
橋

�
�
�
�

育
三

�
�
�

準
優
勝

第
５
分
団
（
日
間
賀
島
）

第
３
位

第
２
分
団
１
班
（
豊
浜
・
中
洲
）

第
４
位

第
３
分
団
２
班
（
片
名
）

敢
闘
賞

第
２
分
団
４
班
（
豊
丘
）

始
め
７
チ
ー
ム

個
人
賞

指
揮
者

日
比

�

�

康
晴

�
�
�
�

第
３
分
団
３
班
（
師
崎
）

１
番
員

山
下

�
�
�
�

晃
弘

�
�
�
�

第
２
分
団
４
班
（
豊
丘
）

２
番
員

天
野

�
�
�

裕
介

�
�
�
�

第
２
分
団
１
班
（
豊
浜
・
中
洲
）

３
番
員

大
岩

�
�
�
�

良
次

�
�
�
�

第
２
分
団
１
班
（
豊
浜
・
中
洲
）

※
敬
称
略

▲ 優勝した第４分団のみなさん
▲ 個人賞のみなさん

団
員
の
消
防
技
術
の
向
上

と
士
気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

第
42
回
町
消
防
団
消
防
操
法

大
会
が
９
月
８
日
、
総
合
体

育
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。大

会
に
は
町
内
11
チ
ー
ム

が
ホ
ー
ス
の
延
長
か
ら
放
水

し
て
火
点
（
標
的
）
を
倒
す

ま
で
の
一
連
の
速
さ
と
正
確

さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

第42回 消防操法
大会結果

より速く 
より正確に

より速く 
より正確に



地
域
で
支
え
る
子
育
て
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

と
き
11
月
30
日（
土
）
午
後
０

時
45
分
～

と
こ
ろ
知
多
市
勤
労
文
化
会
館

内
容

①
子
育
て
支
援
を
考
え
る
交
流
会

②
家
庭
教
育
を
考
え
る
学
習
会

③
講
演

演
題
「
子
ど
も
の
姿
が
見
え
な

く
な
る
と
き
～
親
と
子
の
自
分

探
し
～
」

講
師
関
西
学
院
大
学
教
育
学
部

准
教
授
　
藤
井

�
�
�

恭
子

�
�
�
�

さ
ん

※
託
児
あ
り
（
定
員
10
人
）

申
込
み
10
月
25
日（
金
）ま
で
に

社
会
教
育
課
（
総
合
体
育
館
内
）

ま
た
は
お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
る

小
・
中
学
校
へ

と
き
11
月
11
日（
月
）
午
前
10

時
～
正
午

と
こ
ろ
半
田
保
健
所

内
容

・
講
話
「
最
新
治
療
と
病
気
に
つ

い
て
」

・
交
流
会

申
込
み
10
月
31
日（
木
）ま
で
に

半
田
保
健
所
へ

平
日
　
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
ご
家
庭
に
訪
問
し
て
育
児
相
談

な
ど
の
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

外
出
が
困
難
な
方
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

対
象
就
園
前
の
子
ど
も
を
家
庭

で
子
育
て
中
の
方

内
容

・
子
育
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介

「
だ
っ
こ
」や「
お
ん
ぶ
」
の
仕

方
、「
お
む
つ
」の
替
え
方
、
遊
び

方
な
ど

・
育
児
相
談

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

・
公
共
育
児
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
な
ど

の
公
的
機
関
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
紹
介
な
ど

申
込
み
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
１
親
子
２
回
ま
で
）

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
不

安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

障
が
い
の
種
別
や
問
題
の
大
き

さ
に
関
わ
り
な
く
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

必
ず
守
り
ま
す
。
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
10
月
８
日（
火
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
一
会
議
室（
１
階
）

※
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な
い

方
は
、個
別
の
相
談
も
可
能
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
☎
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル：

soudan@dune.ocn.ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
☎
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル：soudan-co@wappa-no-kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

訪
問
販
売
や
通
信
販
売
な
ど
の

契
約
や
商
品
の
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重

債
務
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
に
専
門
の
消
費
生
活
相
談
員
が

対
応
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

と
き
10
月
17
日（
木
）
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
役
場
第
二
会
議
室（
２
階
）

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
10
月
22
日（
火
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
　
３
階

デ
ザ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市
中
区
）

内
容
年
金
、
税
金
、
登
記
な
ど

の
行
政
相
談
、
相
続
・
離
婚
な
ど

の
法
律
相
談

案
内

訪
問
子
育
て

支
援
事
業

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
６
５
‐
１
０
５
２

講
座

役 場　 ☎ 6 5 − 0 7 1 1
FAX 6 5 − 0 6 9 4

平
成
25
年
度
　
知
多
地
区

「
子
育
て
支
援
地
域
交
流
会
」

社
会
教
育
課
☎
６
５
‐
２
８
８
０

膠
原
病
患
者
・
家
族
教
室

半
田
保
健
所
☎
２
１
‐
３
３
５
４

よ
り
快
適
な
在
宅
療
養
へ

無
　
料

障
が
い
の
あ
る
方
や

ご
家
族
の
巡
回
相
談

福
祉
課

(
内
線
１
２
３)

消
費
生
活
相
談

産
業
振
興
課

(

内
線
２
４
３)

行
政
・
法
律
な
ん
で
も

相
談

総
務
省
　
中
部
管
区
行
政
評
価
局

☎
０
５
２‐９
７
２‐７
４
１
５

無
　
料

知多南部クリーンセンター
粗大ごみ
受 入 日

10月27日（日）
午前８時45分〜正午

搬入を希望する方は、申請書を記入のうえ
お持ちください。申請書は役場環境課（内
線131）、各サービスセンターにあります。

問合せ 知多南部衛生組合　☎62-0402



広 告

「
音
に
反
応
し
な
い
」「
名
前
を

呼
ん
で
も
振
り
向
か
な
い
」

地
域
で
こ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま

の
子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者

の
方
は
、
一
日
も
早
く
、
一
宮
聾

学
校
の
乳
幼
児
教
育
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

聞
こ
え
と
こ
と
ば
は
三
歳
ま
で

に
そ
の
基
礎
が
確
立
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
聞
こ

え
に
よ
る
こ
と
ば
の
遅
れ
に
対
す

る
教
育
は
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど

効
果
が
上
が
り
ま
す
。
少
し
で
も

お
子
さ
ま
の
聞
こ
え
や
こ
と
ば
に

不
安
を
抱
か
れ
ま
し
た
ら
、
た
め

ら
わ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

わ
ー
く
り
ぃ
知
多
は
、
中
小
企

業
に
働
く
事
業
主
、
勤
労
者
（
パ

ー
ト
労
働
者
を
含
む
）を
対
象
に
、

個
々
の
企
業
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
福
利
厚
生
事
業
や
共
済
給
付

事
業
を
大
企
業
並
み
に
提
供
し
ま

す
。
個
人
で
の
加
入
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
事
業
所
単
位
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

対
象

中
小
企
業
に
働
く
勤
労
者
・
事
業

主
、個
人
事
業
主
、パ
ー
ト
従
業
員

サ
ー
ビ
ス
内
容

①
い
ざ
と
い
う
時
の
共
済
給
付
事

業②
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
提
携
施
設

の
割
引
利
用
　

③
会
員
証
提
示
に
よ
る
協
力
店
割

引
利
用
　

④
従
業
員
の
健
康
管
理

⑤
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
各
種
チ
ケ

ッ
ト
の
割
引
あ
っ
せ
ん
　

⑥
楽
し
い
催
し
物
開
催

⑦
夏
季
保
養
所
の
利
用

入
会
金
と
会
費

入
会
金
　
１
人
　
１，
０
０
０
円

（
全
額
事
業
主
負
担
）

会
　
費
　
１
人
　
月
額
１，
０
０

０
円
（
事
業
主
負
担
は
６
０
０
円

以
上
、パ
ー
ト
従
業
員
補
助
あ
り
）

中
部
国
際
空
港
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
、
東
京
圏
を
中
心
と
し
た

学
識
者
か
ら
幅
広
く
自
由
な
意
見

を
伺
い
ま
す
。

と
き
11
月
６
日（
水
）
午
後
２

時
～
５
時

と
こ
ろ
中
部
国
際
空
港
内
　
セ

ン
ト
レ
ア
ホ
ー
ル

定
員
３
０
０
人
（
参
加
無
料
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.pref.aichi.jp/kouku

お知らせコーナー

聞
こ
え
の
心
配
な
乳
幼
児
を
お

育
て
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

県
立
一
宮
聾ろ

う
学
校

☎
０
５
８
６‐４
５‐６
０
０
０

わ
ー
く
り
ぃ
知
多

新
規
会
員
募
集

わ
ー
く
り
ぃ
知
多

☎
０
１
２
０‐２
９‐５
５
０
９

そ
の
他

充
実
し
た
福
利
厚
生
を
お
届
け

中
部
国
際
空
港
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Re
BORN

セ
ン
ト
レ
ア

―
空
港
の
機
能
強
化
に
向
け
て
―

愛
知
県
航
空
対
策
課
　

☎
０
５
２‐９
５
４‐６
１
３
１

２０１３年
漁業センサス

（平成25年11月１日）

対象世帯に調査員が伺いますので、
ご協力をお願いします。

漁業センサスは、国の漁業の生産構
造、就業構造、水産物流通・加工業な
どの漁業を取りまく実態を明らかにす
るとともに、水産行政の推進に必要な
基礎資料を整備することを目的とした
５年に１度の大規模な調査です。

10月下旬から調査員が漁業関係の
方々を訪問します。

正確な統計を作成するため、調査票
の記入をお願いします。

なお、調査表に記入された事項につ
いては、統計
以外の目的に
は使用されま
せんので、ご
安心ください。

問合せ
産業振興課

（内線 2 5 1 ）



役
場

☎65−0711　FAX65−0694
 minamichita@town.minamichita.lg.jp

と
　
き

平
成
26
年
１
月
21
日（
火
）～
26
日

（
日
）

と
こ
ろ

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
８
階
）

部
　
門

・
日
本
画
（
岩
彩
、
顔
彩
、
水
墨
）

・
洋
画
（
油
彩
、
ア
ク
リ
ル
、
水

彩
、
パ
ス
テ
ル
、
版
画
）
・
書

道
（
漢
字
、
か
な
、
近
代
詩

文
、
大
字
書
、
篆
刻
）

・
写
真

出
品
料
２，
５
０
０
円
（
一
点

に
つ
き
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.ailabor.or.jp

広 告

第
31
回

愛
知
県
勤
労
者
美
術
展

愛
知
県
労
働
協
会
事
業
課

☎
０
５
２‐４
８
５‐７
１
５
４

作
品
募
集

レジ袋を断って

マイバッグでお買い物
一人が一年間で使用するレジ袋は、
なんと300枚

買い物には専用のバッグを一つ用意。お出掛
けには折りたためるバッグを携帯しておけば、
レジ袋は不要になります。また、包装は簡素な
ものを選びましょう。レジ袋やトレーはつくる
際にも、リサイクルや焼却する際にも、CO2

（二酸化炭素）を排出しています。
自分専用のバッグでの買い物を、当たり前の

ことにしませんか。

日本国内のレジ袋使用量

年間　約305億枚
乳幼児を除く国民１人当たりでは約300枚

原油使用量
レジ袋（Lサイズ）１枚当り　18.3ml
年間では　約55万8000kl
⇒日本が輸入する原油のほぼ一日分

CO2排出量（製造と廃棄）
レジ袋（Lサイズ）１枚当り　約60g
年間では　約183万トン
⇒33万3000世帯（愛知県の世帯数の約12%）

が１年間に排出するCO2の量に相当

数字で見るレジ袋

ごみ減量のため、
マイバッグでお買い物を！



豊　浜
師　崎
篠　島
日間賀島

男（人） 女 計 世帯数 ８月中の異動
内　海

区分地区

人口と世帯数（住民基本台帳） 平成25年８月末現在

（ ）内は対前月比

2,670
2,673
2,379
899
998

9,619
（−13）

2,852
2,949
2,453
914

1,069
10,237
（−8）

5,522
5,622
4,832
1,813
2,067

19,856
（−21）

2,073 出生
9人

死亡
16人

転入
33人

転出
47人

2,125
1,826
626
636

7,286
（−1）

150 191 341 286

町税の休日収納窓口
と　き 10月６日（日）午前９時〜正午
ところ 役場税務課
問合せ　税務課徴収係（内線143・144）

10 月 の 納 税
◆町　県　民　税………第 ３ 期 分
◆国民健康保険税………第 ４ 期 分
◆納　　期　　限………10月31日(木)
口座振替制度ご利用の方へ

指定された金融機関の口座から引き落としいたしますの
で、預金残高の確認をお願いします。

（人） （人） 町内の火災・救急・交通事故（平成25年８月）
火災・救急

火災件数 4件 ( 14件) 〈 ＋3〉
うち建物 0件 ( 5件) 〈 −3〉
救急件数 156件 ( 750件) 〈＋46〉
うち急病 106件 ( 501件) 〈 ＋7〉

交通事故
件　　数 9件 ( 31件) 〈 −7〉
死　　者 0人 ( 0人) 〈 ±0〉
重軽傷者 18人 ( 49人) 〈  ＋1〉

※(　)内は今年の累計
〈　〉内は前年同期との比較

▲
　

▲
　

　
▲

▲
▲

うち外国人

計

募
集
中

募
集
中

消防消防
　団員　団員
消防
　団員
募
集
中！



森 田 博 文

趣
味
の
文
芸

俳
句

　「先生、岩の穴に魚がいます！つかもうとすると引っ
込んでつかまりません！」弾んだ男の子の声。「しめた、
そいつは多分ナベカだ！」胸を躍らせながら男の子の
後に従いました。ときは、本年６月７日 ( 金 ) 内海小学
校３年生「海の観察会」でのことです。

　私は少し前、潮溜まりの中で岩の小穴に出入りする
ナベカの姿を見ました。何とか写真に撮りたいと頑張り
ましたが、だめでした。ナベカという魚を知ったのは、
５０年以上も前のことですが、恥ずかしいことに、こん
な習性があるとは知りませんでした。
　上の写真のナベカは、水中の岩の小穴に潜んでいま
した。ところが、潮が引いて小穴は水面より上になって
しまい、海水が無くなってきました。それで、すぐ下の
潮溜まりの水中へ移ろうとしていたのです。
　そこを実にタイミングよく、この子たちが見つけました。
ナベカは穴の中には水がないので、苦しくなって出よう
とする。子どもたちが捕まえようとするので引っ込む。こ
の繰り返しをしているところだったのです。本当によく見
つけてくれました。目のよさに脱帽！おかげで私は得難
い写真を撮ることが出来ました。

　ナベカは知多半島南部の磯の潮溜まりによく見られま
す。このあたりのナベカは、鮮やかな黄色をしており、
頭部と体の前半部に数本の黒い帯、体側には沢山の黒
い斑点があります。派手な色彩で目立ちますが、熱帯
魚ではありません。
　晩春には、岩の小穴や割れ目の中、オオヘビガイの
殻の中などに卵を産み付け、雄はイクメンよろしく、孵
化するまで入り口を守ります。

岩の穴から魚が出たよ
面白いナベカの習性̶内海小観察会

と
り
ご
と

ひ

K

　
2
0
2
0
年
の
夏
季
五
輪
の
開

催
地
に
、
東
京
が
正
式
に
決
ま
り

ま
し
た
。
56
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

る
東
京
は
、
ア
テ
ネ
、
パ
リ
、
ロ
ン

ド
ン
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
続
い
て
、

ア
ジ
ア
で
最
初
の
五
輪
複
数
開
催

都
市
と
な
り
ま
す
。
五
輪
の
開
催

に
は
経
済
効
果
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
集

ま
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
聞
き

ま
す
。世
界
中
の
人
に
、日
本
の
フ
ァ

ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
大
会

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

10月の町長対話室
皆さまの声をお聞かせください

と　き　　10月27日（日）
　　　　　午前9時～11時30分（一組30分以内）
ところ　　役場　第一会議室（1階）
申込み・問合せ　　企画課（内線332）

申込期限　10月21日（月）午後3時
※詳しくは、町ホームページをご覧ください。

南知多の自然

H25.10.119

No.269

岩の小穴から潮溜まりに移ろうとするナベカ
山海・天神東の磯

ナベカ　全長８cm　山海天神東の磯

しお　だ

ナベカの体前半部ナベカの体前半部

潮溜りの水面潮溜りの水面

ふ

か

き
ざ
は
し

う
み

ご

対
岸
の
灯
の
揺
れ
処
暑
の
海
暗
し

田
中
美
根
子

こ
の
宮
の
使
者
と
聴
か
さ
れ
白
き
蛇

岸
田
　
重
夫

触
る
も
の
全
て
が
熱
し
敗
戦
忌

片
岡
　
昭
雄

階
を
登
れ
ば
展
ら
け
処
暑
の
洋

相
川
　
成
三

霊
送
り
倒
れ
て
お
り
し
茄
子
の
馬

木
原
　
林
子

送
り
火
は
昔
な
が
ら
の
松
の
落
葉
で

相
川
三
重
子

雨
音
も
心
地
よ
き
事
喜
雨
あ
り
て

田
中
美
奈
代

汐
俳
句
会

う
し
お

あ
い
か
わ
　
　  

な
る
み

き
は
ら
　
　
し
げ
こ

あ
い
か
わ
　
み
え
こ

た
な
か
　
み
な
よ

た
な
か
　
み
ね
こ

き
し
だ
　
　  

し
げ
お

か
た
お
か
　
　  
あ
き
お



広報みなみちたに掲載する広告を
募集しています。

詳しくは町ホームページをご覧ください。

広 告 募 集 中

広 告
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